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2012年秋季研究大会のお知らせ 
2012年総会ならびに秋季研究大会を以下のように開催いたします。皆様，奮ってご参加下さい。 

 

■日時  2012年9月8日（土）１０：００－１７：３０ 

 

■会場  東京大学本郷キャンパス 

 

       A会場：法文一号館113教室 

       B会場：法文一号館215教室 

       C会場：法文一号館315教室 

       総会・シンポジウム会場：法文二号館128教室（第二大教室） 

       理事会・編集委員会会場：法文一号館115教室 

       会員控え室：法文一号館114教室 

懇親会会場：山上会館001会議室 

※会場について詳しくは右でご確認下さい．http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/map01_01_j.html 

 

■一般研究発表 

 

[A会場]：法文一号館113教室         司会：山田弘明（名古屋文理大学）[a.b.c] 

 

a.１０：４０－１１：２０ 

▶今井悠介（東京大学）  

「デカルト哲学における明晰判明性の問題」 

b.１１：２０－１２：００ 

▶豊岡めぐみ（筑波大学） 

「「デカルトーエリザベト往復書簡」における心身相互作用に関する「重さ」の比喩の重要性」 

c.１２：００－１２：４０ 

▶宮崎信嗣（中央大学） 

「パスカルの賭けの必然性をめぐって －「数学的賭け」の解釈と批判」 

 

[B会場]：法文一号館215教室        司会：杉山直樹（学習院大学）[a.b] / 金森修（東京大学）[c.d] 

 

a.１０：００－１０：４０ 

▶田口雄一朗（東京大学） 

「ジョゼフ・ド・メーストルの社会哲学序論－エティエンヌ・ド・コンディヤックとの言語論における比較

を通して」 

b.１０：４０－１１：２０ 

▶木山裕登（東京大学） 

「ベルクソン『物質と記憶』における知覚と実在」  

c.１１：２０－１２：００ 

▶清塚明朗（東京大学） 

「図式とイマージュの妥協による経験の変容－ベルクソンの図式論」 

d.１２：００－１２：４０ 

▶中村大介（パリ西大学） 

「概念とは何か，何であるべきか－カヴァイエスの哲学における「概念」とその「刷新」」 

 



[C会場]：法文一号館315教室         司会：久米博 [a.b] / 澤田直（立教大学）[c.d] 

 

a.１０：００－１０：４０ 

▶本間義啓（ストラスブール大学） 

「レヴィナスにおけるカント －『存在の彼方』における注から出発して」 

b.１０：４０－１１：２０ 

▶川口茂雄（獨協大学） 

「リクール『時間と物語』の「コンフィギュラシオン」概念再考」 

c.１１：２０－１２：００ 

▶藤田公二郎（一橋大学 ） 

「フーコーの身体概念」 

d.１２：００－１２：４０ 

▶藤高和輝（大阪大学） 

「ミシェル・フーコーにおける「還元不可能なもの」の概念」 

 

■総会      １４：００－１４：３０ 法文二号館128教室（第二大教室）  

 

■シンポジウム  １４：３０－１７：３０ 法文二号館128教室（第二大教室）   

テーマ：「ディドロ哲学再考：生誕３００年を迎えて」  

司会：山口裕之（徳島大学） 

▶大橋完太郎（神戸女学院大学） 

「フランス現代思想とディドロ」 

▶逸見龍生（新潟大学） 

「『百科全書』における哲学・言語・政治」 

▶青山昌文（放送大学） 

「近代を超えるディドロの美の哲学」 

 

■懇親会 １８：００－２０：００ 

      会場：東京大学（本郷キャンパス）山上会館001会議室 / 会費：4000円 

※お願い：懇親会にご参加の方は，9月4日までに事務局までメールでお知らせ下さい。 

-------------------------------------------------------------------------------------------------- 

★次回春季大会についてのお知らせ 

2013年春季大会は3月30日（土）に京都大学で行われます。なお、この大会は、日仏哲学会も加入している

ASPLF（Association des Sociétés de Philosophie de Langue Française）の中間大会（2年に一回の大会の行われない年に

行われる）を兼ねることが決まっています。それに伴い、シンポジウム（予定テーマ「ミシェル・アンリの哲学」）

は、海外からの提題者も招いて仏語で行なわれます。また一般研究発表でも、通常の日本語での発表だけではな

く、次回は，仏語での発表も公募いたします。いずれも発表時間は25分（15分の質疑が伴う）です。通常の発

表希望の方は，3000字程度の日本語発表要旨を，また仏語での発表希望の方は、800語程度の仏語発表要旨を，

それぞれ，11月末日までに，メール添付文書で下記事務局までお送り下さい。採否は12月末日までに決定いた

します。 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

★「会報」の電子媒体での送付についてのお願い 

 ご了承の下，すでに多数の方に「会報」をメール添付でお送りしていますが，まだお申し出いただいていない

方で、「会報」をメール添付で受け取ることで構わないという方がおられれば、下記事務局までご一報下さい。 

【日仏哲学会事務局】 

〒102-8160 千代田区富士見2－17－1法政大学80年館608号 安孫子信 

（Tel直通：03-3264-9758、Fax共同：03-3264-9840、E-mail：abiko@hosei.ac.jp） 

 


